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新日鉄ソリューションズ株式会社概要

社 名 新日鉄ソリューションズ株式会社（東証第１部：2327）

発 足

2001年4月

新日鉄情報通信システム(ENICOM、1988年発足) と新日鉄EI事業部(1986年発足)を事
業統合

事業内容

経営及びシステムに関するコンサルテーション、

情報システムに関する企画・設計･開発・構築・運用・保守及び管理、

情報システムに関するソフトウェア及びハードウェアの開発・製造並びに販売及び賃貸、

ITを用いたアウトソーシングサービスその他各種サービス

資 本 金 129億5千2百万円

本社所在地 東京都中央区新川ニ丁目20番15号 Tel.03-5117-4111（代）

売 上 高 連結 1,615億円（単独 1,419億円） 2009年3月期

従業員数 連結 4,336名 （単独 2,359名） 2009年3月末時点

連結子会社

・NSSLCサービス株式会社

・NSフィナンシャルマネジメント

コンサルティング株式会社

・株式会社金融エンジニアリング・グループ

・北海道NSソリューションズ株式会社

・東北NSソリューションズ株式会社

・株式会社NSソリューションズ東京

・株式会社NSソリューションズ関西

・株式会社NSソリューションズ中部

・株式会社NSソリューションズ西日本

・株式会社NSソリューションズ大分

・エヌシーアイ総合システム株式会社（51%）

・日鉄日立ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社（51%）

・新日鉄軟件(上海)有限公司（83%）

・NS Solutions USA Corp

(注) 持株比率は括弧内で明示したものを除き100%
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事業概要
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システム・インフラ

インフラ統合基盤

アプリケーション統合基盤
共通システム・ユーティリティ

業務アプリケーション

サービス

経営とシステムの全体最適を目指した
システムライフサイクルトータルソリューション

運用・保守

ITコンサル

構築

産業・流通
金融
社会・公共

業務系ソリューション

プロダクトソリューション
統合基盤エンジニアリング
保守サービス
クラウド・コンピューティング

基盤系ソリューション ビジネスサービス

システム運用サービス
データセンター・サービス
プロフェッショナル・サービス
新日鉄向け
フル・アウトソーシング・サービス

システム研究開発センター



システム研究開発センター

新日鉄ソリューションズの研究機関
1985年設立

研究員約200名 (協力会社含む)

所在地神奈川県横浜市みなとみらい地区

研究領域
 ソフトウェア開発方法論 (開発フレームワークなど)

先端アプリケーション (最適化、分散処理など)

基盤技術 (性能評価、Grid/Utility技術 etc.)

研究の方向性
 システム全体のアーキテクチャ
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NSGUC：Grid/Utility技術評価検証機関

2005年よりGrid/Utility/仮想化技術を蓄積
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•システム基盤の
基礎研究

• ＡＰ開発の
基礎研究

•ユーティリティデー
タセンター

• EBS on 
Demand

•リスク商品
のポート
フォリオ
計算

•グリッド製品
Oracle10g

•プロビジョニング
製品

•生産管理
システム
への適用
実験 •画像データの

高速解析

•大量データ処理

製鉄所システム

社会科学領域
グリッド製品
実証研究

データセンタ
サービス

システム研究
開発センター

金融システム
領域

NSSOL Grid Utility  Computing Center
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検証環境

IBM
BladeCenter

日立
BladeSymphony

HP
BladeSystem

XEON  8ノード
IPF  8ノード

HP EVA4000
日立 SANRISE 
AMS500

NetApp Filer

Storage

3PAR InServ

HS20   86ノード
HS21   84ノード

BL25p  8ノード
BL480  4ノード
BL680  4ノード

Dell
PowerEdge

InfiniBand Network IP Network FC Network

M600 10ノード
M610  6ノード

2009年7月現在

合計ノード数 218
合計CPU数 444
合計コア数 806



新日鉄ソリューションズのソリューション
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変化に強いITインフラの新しいかたち
クラウド・コンピューティング ITインフラサービス

“absonne”
アブソンヌ

ITインフラ統合基盤構築方法論・ソリューション

“NSGRANDIR”
エヌエスグランディール
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absonneとNSGRANDIRの位置づけ

データセンター
サービス利用

システム保有

外部
プライベート
クラウド利用

プライベート
クラウド保有

外部
パブリック
クラウド利用

社内で共有

社
外

共有なし

社
内

社外と共有

企業内のシステム間で
リソースを共有

システム（アプリケーショ
ン）ごとにリソース（サー
バなど）を割り当て

企業間でリソースを共有

リソース共有の形態

物
理
的
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Amazon

google
absonne

NSGRANDIR



What is absonne？
「所有する時代から、利用する時代へ」
次世代ユーティリティデータセンターサービス

IT保有にかかわる「諸事」からユーザを解放し、
「業務（ビジネス）」に専念できる環境を提供
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Storage

Server

OS

Middleware

Storage

Server

OS

Middleware

Storage

Server

OS

Middleware

Storage

Server

OS

Middleware

ユーティリティサービス

ファシリティ

Ｉ
Ｔ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

変化に強い柔軟なシステムを迅速に提供する
エンジニアリングサービス

安定した運用を低価格で実現する
ITマネージメントサービス

柔軟かつ、堅牢なユーティリティサービス

お客様固有部分は
Applicationのみ



What is absonne？
「所有する時代から、利用する時代へ」
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リソースの追加
・H/W追加
ネットワーク
サーバ
ストレージ

・初期設定（標準）

監視・管理環境設定
システムバックアップ

ステージング環境
・開発
・テスト
・検証

本番システム

S/W導入
・M/W
・アプリケーション

運用設計

顧客システム
インテグレーション

顧客システム
検証・テスト

H/W環境設定
Network設定

OS設定

監視・管理環境設定

プロビジョニング
・H/W追加
・H/W削除
・構成変更
監視・管理環境設定
データバックアップ

システム母体
（リソースプール構築）

顧客環境初期設定

サービス・インオンデマンド
エンジニアリング

システム全体の運用サイクル

absonneは、単なるハードウェアの
ユーティリティサービスとは違います

構築・運用の自動化を推進し
高品質なサービスを追求



What is NSGRANDIR ?
「統合による効率化で攻めのITシステムへ」

7つのソリューション

NSGRANDIR Core

統合ID管理ソリューション

統合ログ管理ソリューション

•グリッド技術/仮想化による資源最適化

•散在するIDの効率的管理

•内部統制活動の確実な記録

Business Intelligence
ソリューション

•経営情報の利活用

統合バックアップ
ソリューション

•複数のバックアップ作業の一元化

運用保守サービス
ソリューション

•ITIL準拠の質の高い運用サービス全般

データセンターサービス •高度なファシリティ、運用のオンデマンド提供
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プライベートクラウド構築のご支援
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情報システムの課題 ①

運用コストの肥大化
既存システムの保守・運用コストが肥大化

新規開発への投資はIT投資全体の20％台まで減尐

複雑化するIT基盤
多数/多種の社内システム

（サーバ、OS、ミドルウェア、開発言語など)

確保すべき技術範囲が膨大。担当者を入れ替えられない。

既存システムの有効利用の難しさ
使わなくなったIT資産を使いまわすことが困難。

 H/Wの寿命からシステムを更改するケースも。
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情報システムの課題 ②

ビジネスモデルの短命化
企業は2年～3年で戦略やビジネスモデルを見直す必要が
あり、情報システム開発はますます短期化が求められる。

システムの継続性・安定稼動の実現
機会損失を防ぐため、サービスの継続性と安定稼動は
重要な課題

多重化による遊んでいる機器の増大

障害対応の過大な負担
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パブリッククラウドが教えるもの

インフラの視点から：

 安価な小型サーバを利用して、大規模・ミッション
クリティカルなシステムを構築できる。

 高いレベルのサービスが提供されている。
(信頼性/可用性、安定したレスポンス etc.)

 変化への対応に優れている。
(新サービスの提供、機器構成の隠蔽など)

 運用コストを含め、低コストで実現されている。
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現状の企業情報システムと
対極に位置している



クラウド・コンピューティングの基盤デザイン

方向性：小型サーバの活用

メリット

サーバ 1台あたりのコスト低減 (H/W、OS etc.)

→ 必要に応じた購入・拡張が可能

処理能力あたりのコストの削減
→ 大型サーバの5～10倍

ref.  http://www.tpc.org

課題

信頼性・可用性の向上
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クラウド・コンピューティングの基盤デザイン

方向性：多数の均質なサーバを利用

メリット

作業の標準化・自動化が容易

運用コストの低減
→ 一人あたり、より多くの台数(範囲)を管理
→ 予備機の活用で24x365の保守は不要に

課題

ベンダーロックインの回避
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クラウド・コンピューティングの基盤デザイン

方向性：アプリケーションの可搬性の実現

メリット

必要に応じ適切なサーバに移動可能

どこでも動くので障害時の復旧が容易

機器の変更にも柔軟に対応が可能
→ 機器の寿命からAPの寿命を切り離す

課題

 H/Wの違いの隠蔽

データの共有
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アーキテクチャの変化

 従来型アーキテクチャ
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DMZセグメント

Webアクセスセグメント

APサーバセグメント

データアクセスセグメント

DBサーバ
（HAクラスタ）

アプリケーション
サーバ

Webサーバ

DMZサーバ

負荷分散装置

FireWall

クラウド型アーキテクチャ

ストレージ

ストレージ

コアスイッチ

DMZサーバ Webサーバ APサーバ DBサーバ 予備

DMZサーバ Webサーバ APサーバ DBサーバ 予備

DMZサーバ Webサーバ APサーバ DBサーバ Batch

状況に応じた
APの再配置

日中

夜間

深夜



企業が注目すべき技術

Scale Out型で性能拡張できる技術

 Oracle Coherence, RAC, Hadoop など

既存ソフトウェア資産を活用できる技術

 x86 Solaris/Open Solaris など

システム構成を動的に変更する技術

 プロビジョニング＋オーケストレーション

ソフトとハードの寿命を切り離す技術

仮想化
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absonne 基盤のコンセプト

企業のミッションクリティカルなシステムを対象

可用性、拡張性、セキュリティを実現するアーキテクチャ

物理的な作業は排除、論理的な変更作業のみで実現

仮想化技術、ブレードサーバを用い、物理結線の局所化を
図り、論理的な変更のみで構成変更できる環境

構成変更作業を含め、基盤の構築・運用は自動化

プロビジョニング技術と各種運用管理ツール・運用支援ツー
ルを用いて構築自動化、運用品質向上
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設計上のポイント

強固なセキュリティーの実現

 マルチテナンシーを実現

サーバ、ネットワーク、ストレージの各層で考慮

ベンダーロックインの回避

ベンダー固有機能の利用範囲の見極め・隠蔽

将来的な機種変更にも最小限の作業で対応が可能

仮想化の利用

初期フェーズでは採用せず (コスト、運用管理負荷、etc.)

顧客のニーズに従った個別対応
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absonneアーキテクチャの特徴

 従来型アーキテクチャ

24

DMZセグメント

Webアクセスセグメント

APサーバセグメント

データアクセスセグメント

DBサーバ
（HAクラスタ）

アプリケーション
サーバ

Webサーバ

DMZサーバ

負荷分散装置

FireWall

absonneアーキテクチャ

仮想FW、仮想LB、VRF技術でネットワークの
完全仮想化&ブレードサーバの組み合わせ
物理的な作業から解放され、論理的な変更のみで
ネットワーク/サーバリソースに対する構成変更作業が
可能

自製のRBA/CMDBの導入
ネットワーク/サーバ/ストレージの構築・変更作業の
自動化



absonneアーキテクチャ

 性能・拡張性
ネットワーク/サーバ/ストレージともスケールアウトが基本的な考え方

仮想化、グリッド技術を活用しスケールアウトによるリソース拡縮
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SW SW SW SW

FC SW FC SW

DMZサーバ Webサーバ APサーバ DBサーバ

SW SW SW SW

FC SW FC SW

DMZサーバ Webサーバ APサーバ DBサーバ

SW SW SW SW

FC SW FC SW

DMZサーバ Webサーバ APサーバ DBサーバ

SW SW SW SW

FC SW FC SW

DMZサーバ Webサーバ APサーバ DBサーバ

SW SW SW SW

FC SW FC SW

DMZサーバ Webサーバ APサーバ DBサーバ

SW SW SW SW

FC SW FC SW

DMZサーバ Webサーバ APサーバ DBサーバ

L2SW

バックアップLAN用

コアスイッチ
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absonne運用を支える仕組み

 リソースオンデマンド技術
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リソースモニタリング

リソースデプロイ リソース割当演算

物理/論理の利用状況把握

どのラック、どのブレード、どのポートを
どのユーザのどのシステムが使用(リ
ソース割当）しているか、また、どこに余
裕があるのかといった情報

システム構成情報(OS、IP、OSパラメー
タ、導入MWなど)

CPU、メモリ等の性能情報

その時々のリクエスト・状況に応じて、適切
なリソースを抽出・割当

新規構築、リソース追加・削除

予見される負荷変動に対して計画的に
リソース割当の変更

プロビジョニング

リソース割当を実機に対して実行

ネットワーク、サーバ等単体レベル

運用シナリオに併せたプロビジョニン
グ

依存関係のある機器に対する変更

自動化
構成管理(CMDB)
• 運用監視・管理技術
• 各種設定情報の収集・反映

分析・予測・スケジューリング機能

RBA(Run Book Automation)
• 構築自動化
• 運用自動化



absonne運用を支える仕組み

 運用ダッシュボード

RBA(Run Book Automation：運用自動化)

タスクフロー制御機能を設ける。

運用シナリオ自動化

製品ライフサイクルを考慮し、末端機器の
プロビジョニングの影響を受けない仕組み。

プロビジョニング

簡易CMDB

プロビジョニングに必要な構成情報を保持。

プロビジョニングシーケンスと連動させ、構成
情報のInsert/Update/Deleteを行う。

リソース割当予約状況を顧客毎、ラック/シャー
シ毎といった単位で確認できる機能

手動入力機能を設け、緊急変更対応等に事後
更新を可能
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absonne運用を支える仕組み

 RBA（Run Book Automation)
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負荷分散

Fire Wall

ネットワーク
プール

ストレージ
プール

サーバプール

ネットワーク
プロビジョニング

サーバ
プロビジョニング

(R
B

A
)                           

オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

ストレージ
プロビジョニング

運用監視・管理

各レイヤに適したプロビジョニング
ツールを選択

HW付属管理ツール

3rd Party 製のHW管理ツール

運用シナリオ(新規構築、構成変更)

を想定し、一連の作業をフロー制御
(連携)機能が重要

CPU、メモリの追加・削除だけではなく、
設定値の変更やミドルウェア、
アプリケーションの導入・配布なども
自動化の対象

運用監視/管理ツール、その他MWお
よびMW管理ツールとの連携

CLIの充実度が鍵

その他MW



absonne運用を支える仕組み
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HW HW管理ツール
MW

統合障害監視

性能監視

問題管理

運用ワークフロー機能運用監視・管理機能

変更管理

インシデント管理

簡易CMDB

運用ダッシュボードサーバ

運用ダッシュボード機能

□タスクフロー制御(プロビジョニング)
□構成情報管理
顧客情報、予約状況(リソース空き状況)
パラメータ
保守契約情報 etc

顧客テーブル

運用ダッシュボード(ポータル)

運用基盤機能

構成情報テーブル

プロビジョニング
ツール

簡易CMDB

運用ダッシュボードからの
集中管理の実現

論理設定のみで構成変更



運用ダッシュボード

 ログイン画面
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運用ダッシュボード

 メニュー画面
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管理者
画面

オペレータ
画面



運用ダッシュボード

サーバ構成情報画面
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運用ダッシュボード

プロビジョニング定義画面
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おわりに



アーキテクチャの変化

 従来型アーキテクチャ
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DMZセグメント

Webアクセスセグメント

APサーバセグメント

データアクセスセグメント

DBサーバ
（HAクラスタ）

アプリケーション
サーバ

Webサーバ

DMZサーバ

負荷分散装置

FireWall

クラウド型アーキテクチャ

ストレージ

ストレージ

コアスイッチ

DMZサーバ Webサーバ APサーバ DBサーバ 予備

DMZサーバ Webサーバ APサーバ DBサーバ 予備

DMZサーバ Webサーバ APサーバ DBサーバ Batch

新しいアーキテクチャの時代へ
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NS Cloud Competence Center

●お客様のアプリケーションのクラウド化実証試験の場を提供
・検証テーマの検討
・実証試験の実施
・共同レビュー

お客様
（企業/官公庁/団体）

クラウド技術の活用

課題
・既存システムのクラウド化検討
・プライベートクラウド導入検討
・技術者育成・教育

シーズ
・仮想化・プロビジョニング技術
・クラウド環境構築技術
・クラウド環境活用技術
・クラウド環境運用技術
・サービス統合技術

評価
検証

システム
研究開発センター

2009年7月開設

NS Cloud Competence Center



お客様と共にクラウドを推進

見学会でのデモのご紹介

SOAによる業務アプリケーション構築のデモ (予定)

大規模分散アルゴリズムを用いたデモ (予定)

運用自動化/運用ダッシュボードのご紹介 順次拡充予定

共同検証の実施

プライベートクラウドを検討されるお客様
既存システムの移行・統合に関する検証

外部サービスとの連携に関する検証 など

所有アプリケーションのサービス化を検討されるお客様
システムデザインの検討や実証試験の実施 など

技術者の受け入れ

3ヶ月程度技術者の方を受け入れ、特定のテーマ領域の
技術習得を支援
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1ヶ月程度の
検証は無償

(*) 今年度は10社を予定



39

おわりに

新たな時代を期待して !



お問い合わせ

新日鉄ソリューションズ株式会社

システム研究開発センター

システム基盤技術研究部

北沢

e-mail  : kitazawa.satoshi@ns-sol.co.jp
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見学会の実施や資料の請求など、
お気軽にご連絡ください。



商標

•NS（ロゴ）、NS Solutions、NSSOL、NSGUC、absonne/アブソンヌ、
NSGRANDIR/エヌエスグランディール、 EMERALD/エメラルドは、
新日鉄ソリューションズ株式会社の登録商標です。

•NS Cloud Competence Centerは、新日鉄ソリューションズ株式会社の
登録商標です。

•Oracleは、米国ORACLE Corp.の登録商標です。

•その他本文記載の会社名及び製品名は、それぞれ各社の商標又は
登録商標です。


